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お知らせ 

年 2回発行のニュースレターは，隔号でホーム
ページ掲載のみと紙媒体併用となります．今号
35 号は紙媒体はありません．次号 36 号（2006
年 9月発行予定）は紙媒体併用です．ご意見ご
要望等なんでも広報委員会（末尾）までお寄せ
ください．  

特別企画 

廣安 博之（広島大学名誉教授） 
「 Professor Otto A. Uyehara（ University of 

Wisconsin）先生亡くなられる」（p.2-4） 

部門活動の紹介 

小川 英之（北海道大学）  
A-TS 07-41 北海道エンジン技術研究会
（p.4-5） 

研究紹介・シンポジウム 

小保方 富夫（群馬大学） 
「群馬大学の姉妹校 大連理工大学で国際シ
ンポジウム実施」（p.5-8） 

新開発エンジン 

伊藤 淳，井出原 亘（（独）新エネルギー・産
業技術総合開発機構） 
「NEDOクリーンディーゼルプロジェクト（革
新的次世代低公害車総合技術開発プロジェ
クト）について」（p.8-10） 

会議参加記 

志賀 聖一（群馬大学） 
「The 18th Internal Combustion Engine Symposium 

(International) in Jeju 開催される」（p.10-13）  

 
 
長谷川 晃（ヤマハ発動機㈱） 
「2005 Small Engine Technology Conference 参
加報告」（p.13-14） 

首藤 登志夫（北海道大学） 
「Clean Heavy Duty Vehicles Conference 2006に
参加して」（p.14-15） 

志賀 聖一（群馬大学） 
「デトロイトオートショー参加記」（p.15-17） 
荒木 幹也（群馬大学） 
「International Mobility Engineering Congress & 

Exposition 2005（ SAE India）参加報告」
（p.17-18） 

海外便り 

飯田 訓正（慶応大学） 
「シャルマーズ工科大学博士論文公開ディフ
ェンスの  ’Opponent’ を務めて」（和文）
（p.18-20） 

Norimasa IIDA (Keio Univ.) 
 “The First Experience of the ’Opponent’ at the 

Defense in Chalmers University of Technology, 
Sweden”（英文）（p.20-21） 

技術エッセー 

和栗 雄太郎（九州大学名誉教授） 
「模型飛行機のエンジンについて」（p.21-22） 

会議カレンダー 

（p.22-23） 
 
 
 
 

日本機械学会エンジンシステム部門 
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Professor Otto A. Uyehara (University of 
Wisconsin) 先生亡くなられる 

                          
廣安 博之（広島大学名誉教授） 

 
 米国，Wisconsin大学名誉教授，Uyehara先生
が昨年(2005年)9月６日になくなられた．3日後
には 89 歳になられるところだった．葬儀は 9
月 16 日，ロスアンゼルス郊外，アナハイム市
の西本願寺派の仏教寺院でしめやかに行われ
た．日本から，元日野自動車工業の副社長，鈴
木孝氏，元日産自動車，現武蔵工業大学教授の
高木靖雄先生と私の 3名が出席した． 
 Uyehara（米語ではユハーラと呼ばれていた）
先生は，Wisconsin大学を 1982年に退官され同
時に Madison から California 州の Anaheimに移
られたので，現在の若い機械学会員にはなじみ
がないかもしれないが，第二次世界大戦後の内
燃機関の燃焼研究，特にディーゼル機関の計測
と燃焼研究において米国は勿論，全世界の研究
者を育ててきた人である．日本人の二世という
こともあって，日本をこよなく愛し，日本の技
術者，研究者がやっと米国の SAE等に出席でき
るようになった当時から，非常に多くの援助を
受けた人が多い．日本にも何回かお出でになり，
日本のエンジン研究を支えて頂いた．そのため，
1987 年春に日本機械学会名誉員，1987 年秋に
自動車技術会学術貢献賞を授与されている． 
 先生はこれまで数多くの SAEの論文，ASME
の学術論文等があるが，それらについては論文，
引用文献を参照されることとし，ここでは先生
の個人的な生い立ちを紹介して先生のご冥福
をお祈りしたい． 
 Otto(米国の例に従って名前で呼ぶことにす
る)は 1916年 9月 9日に，日本からの移民，上
原利吉，ウメの長男として，California州 Hanford
（ロスアンゼルスとサンフランシスコの中間
の山側の町）でお生まれになった．両親は広島
県呉市の東，現在の安芸津町付近のご出身で，
農業移民であった．兄弟は 3 人で弟，
Toshio(Tom)と妹，Neva がいた．最初，名前を
“Arthur Tatsumi Uyehara”と命名されていたが，
小学校に行くようになり，同級生の中に
“Arthur”という名前の生徒が多くおり，ドイツ
系の女の先生が生徒を区別するのに困ってい
た．これを解決するために，名前を変更しよう

ということになった．その頃，Otto の母親は，
Otto のことを ”Atta”と呼んでいたので，結
局，”Otto Arthur Uyehara”と法的に改名すること
となった． 
 Ottoは農家の子として生まれたが，土には興
味がなく，機械いじりが好きで，エンジンが好
きであった．小さい時から農業機械をいじって，
効率の良いものにしていたそうである．聡明で
成績も良かった．Ottoの高校時代の先生の一人
である，Mrs. Shrader が Otto を University of 
Wisconsin at Milwaukee に行くことを強く勧め
た．丁度その頃，日本と米国との戦いが始まっ
て，日本からの移民である，一世も二世も皆，
財産を没収されて，キャンプに何も持たずに収
容されていた頃である．Mrs. Shraderは Ottoの
能力を認め，何が何でも大学に進学させたかっ
た．また彼女の妹がMilwaukeeに住んでいたこ
ともあり，そのため Otto は Milwaukee の教会
の”house boy”として住み込みで働くこととな
っ た ． そ し て University of Wisconsin at 
Milwaukee の夜間大学に入学した．生まれなが
らの頭脳の良さと努力で，抜群の成績であった
そうである．そして最終的には University of 
Wisconsin at Madisonの化学工学を 1942年に卒
業，修士の学位を 1943年に，PhDの学位を 1945
年に化学工学で取得している．PhD の題目は
「 Diesel Engine Combustion Studies-Effect of 
Operating Conditions」であった．たぶん実験は
機械工学科で行われたものと思われる．その後，
機械工学科に移り，講師，助教授を経て 1957
年には機械工学科の full professorになり，1982
年に退官し，Madison から住所を California，
Anaheimに移した． 
 Otto の人生において特筆すべき二つの

Professor O.A.Uyehara 

特別企画特別企画特別企画特別企画 
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Partnerships がある．一つは Phil S. Myers との
partnership である．このような partnership はま
れですばらしいものがある．1＋1 が 2 でなく，
100 以上のものを作り上げた．Otto が退官する
まで，同じ部屋に向かい合って座り，研究活動
は別々のものでなく，まったく溶け合った一つ
のものであった．Phil and Ottoあるいは Otto ‘n 
Philと呼ばれていた．Phil Myersは Kansas州の
出身で，Kansas State大学の数学科を卒業して，
University of Wisconsinの機械工学科の大学院に
入学してきた．Ottoの方が 1年早く PhDを取っ
ているので，2人は Phil が大学院に入ったとき
から一緒に研究を始めたものと思われる．Phil
は敬虔なクリスチャンであり，教育者として崇
高な人柄である．休みにはパーティーやピクニ
ックを学生相手に催し，アメリカ人にも外国人
にも分け隔てなく親切で面倒見の良いすばら
しい先生である．Ottoは Engineerとしてのひら
めきがすばらしく，実験研究者として電気回路
にもたけ，化学工学の素養もあり，そして人柄
としては控えめであった．外への攻めは Philが
やり，多くの研究資金を確保し，内での護りは
Ottoが担当して，当時未知であった内燃機関の
燃焼の問題を次から次へと解決して行った．
Ottoの退官までに 125名を超える PhDを出した．
勿論，全世界から有能な学生が集まり，彼らは
アメリカの各大学で，世界の各大学で，そして
アメリカのまた全世界の自動車工業の重要な
役割を果たしている． 
 Engineは Ottoの情熱であったが，彼の人生の
もう一つの partnership は奥様，Chisako を愛し
たことであった．Ottoの両親と家族は米国との
戦いが始まると，Californiaの家を後にして，遠
く離れた Arizona州の Gilaという僻地のキャン
プに日本人だけが収容された． Otto は
Milwaukee から両親に生活の状態をまた母親が
どのような生活をしているのかを尋ねる手紙
を何度となく書いた．英文である．Ottoは日本
語で手紙を書くことが出来ない．Ottoの母親は
Ottoに返事を書きたい．元気でいることを知ら
せたい．しかし，彼女はわずかな英語を話すだ
けで，英文を読むことも書く素養も持っていな
い．しかし，キャンプの同じブロックに須田さ
んという広島市出身の家族が住んでいた．その
須田さん一家らに Ottoの母親は，自分の自慢の
息子，Wisconsin で大学院に行っている息子の
話を，終わることのないほど話をしていた．そ
して，Ottoの手紙の代読と代筆を Chisako Suda

に頼むことになった．かなり長い間その状態が
続いていたが，そのうち Otto の両親と Chisako
の母親は年頃の娘，Chisako と Otto を結び付け
たいと思うようになって来た． 
 1945 年 8 月に Otto はキャンプに彼の両親に
会いに来て，そこで初めて Ottoの母親の代筆を
してすばらしい手紙を書き続けた女性と会っ
た．会ってから 3 日後に結婚をし，すぐさま
ChisakoとOttoはMadison Wisconsinに帰ってい
った．ただ結婚しただけで，毎日，Ottoは博士
論文の執筆に，Chisako はその論文のタイプを
引き受けていた．そして 1945 年末に，Otto は
博士の学位を取得することになる．その後 2人
は 2004年に Chisako が亡くなるまで，2人の人
生を分かち合い，助け合って生きてきた．特に，
第二次世界戦争が終わって，キャンプから解放
された Ottoの家族は，行くところがなく，仕方
なしに Madison Wisconsin の若い Chisako and 
Ottoの家に転がり込んできた．博士の学位をと
ったばかりの Otto の給料では皆を養うことは
できなかった．そこで，Chisako と Otto はアル
バイトとして，その頃流行の映画館にフィルム
を運ぶ仕事を，大学での仕事の後に行っていた
とそのころの生活の苦労話をよくしてくれた． 
彼らには Kenという長男と Susieと Emiとい

う 3人の子供がいる．家庭にあっても，Ottoは
立派な父親であり，Madisonにいた約 40年の間，
特別な日を除いて，彼は朝が早く，夜明けに起
き出して研究室に行き，自ら実験をしたり論文
を読み，昼は大体自宅に帰って昼食を取り，少
し昼寝をして，また研究室に出向いた．そして
夕方は 6時に家族 5人でとり，その夕食時に子
供たちの一日の話をさせ，子供たちに議論を吹

奥様，Chisako と共に 
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きかけては教育をした，と 3人の子供たちは私
に話してくれた．その結果，長男の Kenは電気
工学科を卒業し，現在，Washington D.C.の放送
局に勤務している．Susieは高校の数学の教師に
なり，末娘の Emiは弁護士になり San Fransisco
で仕事をしている．各々立派な家庭を持ち，
Chisakoも Ottoも自慢であった． 
 Ottoは大変ゴルフが好きで，日曜日には朝早
くからゴルフ場に行っていた．Chisako はポー
カーが好きで，家庭で友人とよく楽しんでいた
が，晩年には Ann Anorberで 2人で友達と毎日
のように楽しんでいたようである．添付写真に
あるように，Ottoは何時も蝶ネクタイをしてお
り，学会では講演者によく質問をして喜んでい
た．彼の研究テーマの選択は常に人より先を行
き，早くから，End Gas の温度測定，壁面から
の熱移動の問題，NASAからのロケットの微粒
化の，そしてその蒸発現象について，また，カ
リフォルニアでの光化学スモッグが話題にな
ると，NOや HCのエンジン内での測定，予測，
発生機構の解明．そしてディーゼル燃焼のモデ
ルなどほとんどが，Otto の発案によるもので，
それらをPhilとOttoが時間を忘れて議論をして
いた． 
 2006年 6月 7日に，Madisonで T-21（現在の

Engine Research Center）発足の 60周年記念会が
開催される．丁度，Phil と Otto が Engine 研究
を始めて，60 年になるからである．Prof. Phil 
Myersは今年5月8日で90歳の誕生日を迎えた． 

Otto の葬儀に関して，生前 Otto と交友のあ
った，日本の方に連絡をしようとしたら，多く
の方は退職をされ連絡がつかなかった．ご遺族
のご意思で花よりも，UWの Phil and Otto Fund
に寄付をしてくれということで連絡した．27名
の方から基金が集まり，$4,000を寄付したこと
を付け加えておく． 
 Prof. Otto A. Uyeharaと奥様，Chisakoのご冥
福を祈りながら報告とします．

A-TS 07-41 北海道エンジン技術研究会 
（設置期間 平成 17 年 4 月～平成 19 年 3 月） 
 

主査   
小川 英之（北海道大学） 

 
 当研究会は，「北海道エンジン技術研究会」
としては，昨年 4月に設置された会ですが，歴
史は古く 20 年ほど前に発足した日本機械学会
北海道支部内燃機関懇話会（主査 村山 正 
北大教授）から絶えることなく引き継がれてお
ります．北海道のエンジン研究者を会員とする
研究会で，現在の会員数は 34 名となっており
ますが，会は広く北海道外を始め会員外の方々
も随時ご参加頂いております．メンバーの内訳
は大学など学校関係が 29 名，企業関係が 5 名
ということで，エンジン関連産業が乏しい当地
の事情もあって学校関係が圧倒的な数を占め
ております．北海道は伝統的に学校におけるエ

ンジン研究が盛んで，北海道大学，北海道工業
大学，北見工業大学などの工学部系大学や北海
道自動車短期大学，函館や釧路の工業高専など，
各地でエンジン研究者が活躍しております．一
方，例えば札幌から北見に行くには JR の特急
でも 4時間以上はかかりますので，研究者間の
交流は容易ではありません．そんな中，本研究
会は広い地域に分散している北海道内のエン
ジン・燃焼研究者相互の情報交換，研究討論の
場を提供し，エンジンの排気による地球環境問
題，新燃料，燃焼，エネルギーの最新技術等に
関する幅広いテーマの研究討論を通じて，研究
交流を深める場となっております．また，北海
道外の研究者にも積極的に参加を促し，相互交
流を図っております． 
研究会は例年 1年間に 3回ほど開催されます．

いずれもカジュアルな雰囲気で活発な討論が
展開されます．昨年度を例にとると以下の通り
になります． 

在りし日の Uyehara 先生 

部門活動の紹介部門活動の紹介部門活動の紹介部門活動の紹介 
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 第 1 回（2005.7.1，北海道工業大学ニセコ芦
原山荘）．話題提供者： Prof. David E. Foster 
(University of Wisconsin)，Dr. Kevin Sholes (日産
自動車)，柴田元氏（新日本石油），木村範孝氏
（本田技術研究所）． 
 第 2回（2006.1.12，北海道大学大学院工学研
究科および定山渓温泉）．話題提供者：佐々木
正史先生（北見工業大学），田部豊先生（北海
道大学）． 
 第 3回（2006.1.18，北海道大学大学院工学研
究科）．話題提供者：鈴木孝幸氏（日野自動車）． 
 写真はニセコ山荘で行われた第 1回のもので
す．このときは，北海道エンジン技術シンポジ
ウムと題し，遠くは米国ウィスコンシン大学エ
ンジンリサーチセンターの David E. Foster教授
をお招きし，国際色豊に行われました．年 1回
はこのニセコ山荘で行うのが通例で，このとき
は話題提供の後，バーベキューパーティ，さら
には夜を徹したエンジン論議に盛り上がりま
す．ニセコ山荘は宿泊可能で，周囲には温泉が
多数あり，写真の通り森に囲まれた北海道の中

でも自然環境は最高の場所にあります．2006年
度は自動車技術会秋季大会が札幌で開催され
ますことから，その終了後の週末に開催したい
と思っております．会員以外の参加も歓迎いた
しますので，是非奮ってご参加頂きたいと思い
ます．テーマは「エンジン研究の今後」という
ことで，フリーディスカッションを行いたいと
思っております． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群馬大学の姉妹校 大連理工大学で国際シンポ
ジウム実施 －胡国棟教授生誕 90 周年記念国
際シンポジウム「熱予混合ディーゼル燃焼と自
動車用動力システムの先進技術」－ 
 

小保方 富夫（群馬大学） 
 
１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

2005年 11月 5日（土）～7日（月）の 3日間
にわたり，標記の国際シンポジウムが大連理工
大学国際会議場で開催された．現在，一般には
予混合自着火（HCCI，PCCI）燃焼方式と呼ば

れ，各国で開発競争となっているディーゼル機
関を「熱予混合燃焼方式」と呼んで世界に先駆
けて提案したのが，大連理工大学内燃機研究所
の元所長であった胡
国棟教授である．先生
の生誕 90周年（日本
流にいうと 13回忌）
を記念し，技術の発展
を総括する国際会議
が現所長である隆武
強教授（群馬大学博士
修了）らを中心として

講演を行う Foster 教授 

北海道工業大学ニセコ芦原山荘と参加者 

カジュアルな講演風景 

研究紹介・シンポジウム研究紹介・シンポジウム研究紹介・シンポジウム研究紹介・シンポジウム 

図 1 胡国棟 教授 
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計画され，大学や中国内燃機関学会の支援を得
て盛大に開催された．ここでは，会議の概要と
背景について簡単に紹介する． 
２．胡教授追悼式２．胡教授追悼式２．胡教授追悼式２．胡教授追悼式    
記念式典は初日の 8 時半から，一般参加の

方々も含め約 300人の出席により，隆武強教授
の司会により進められた．壇上には，胡教授夫
人，大連理工大学学長程耿東（科学院院士），
先生の指導を受けた朱国偉（元武漢理工大学学
長），張健勝（大連市科学技術協会副会長），
日本を代表して広島大学名誉教授広安博之（大
連理工大学名誉教授）など，合計 8 人が並び,
全員から追悼の挨拶，思い出の紹介があった．
胡教授は 1915 年生れで，北京大学を卒業後 3
年間の米国留学等を経て，1949 年から 92 年の
逝去まで大連理工大学の教授を務められ，中国
内燃機関研究の指導者の一人であった．性格は
温厚で勤勉，学長への推挙を辞退し，実験に専
念された研究者の鑑のような教授である．1960
年代より燃料噴霧の研究を開始し，1970年代か
ら傘状噴霧燃焼，1981年頃から熱予混合燃焼の
研究の成果を公表された．広安教授は挨拶の中
で，最近多数の HCCI 関連の研究論文が公表さ
れているが，参考論文として米国や日本の研究
のみが参照され，胡教授の業績が省略されてい
るのは極めて遺憾であること，特に中国人研究
者も無視していることは許せない，と強い口調
で反省を促された．筆者も同感であり，胡教授
が一連の研究を特許として申請し，世界中のエ
ンジン会社に紹介した結果，特許の内容は参考
にするが，論文としては参照されないという逆
効果となり,今日の研究の隆盛をみないまま，
失意のうちに急逝されてしまったことが悔や
まれてならない． 
３．大連理工大学と群馬大学３．大連理工大学と群馬大学３．大連理工大学と群馬大学３．大連理工大学と群馬大学    
両大学は 2003 年から姉妹校の関係にあり，
筆者も客員教授の一人である．しかし，両大学
の関係，特に教員の交流は戦前から続いている．

いささかセピア色の写真をみるような話であ
るが，歴史を振り返ってみたい．群馬大学の機
械工学科を創設したのは浅野友一教授（流体）
であり，昭和ひと桁から終戦まで，旅順工大・
京城帝大の教授を務められた．旅順工大の教え
子が町田周郎（材力），山川出雲（機構），京
城の教え子が森昌幹（工作），同僚が浅沼強（熱）
の各教授である．旅順の卒業生である大連理工
大学の日本政策研究室，張世鈞教授は国交回復
の後に山川教授との交流を再開し，群馬大学を
訪問した．張教授の友人が胡教授であり，その
博士学生であったのが隆武強君である．1988年
から日本への国費留学を希望し，1989年に許可
されたが，天安門事件で延期され，1990年秋の
来日となった． 
胡教授は HCCI 方式の完成には噴霧の解析が
必須であるとのことから，隆武強君にレーザー
ドップラー流速計（LDA）を作らせ，実験して
いた．しかし,当時の中国では機材がそろわず，
有効なデータは得られなかった．その結果，
LDA 計測分野で先行していた群馬大学への留
学を命じたものである．92 年にデトロイトの
SAE大会で胡教授にお会いしたとき，先生は若
造であった筆者に対し，隆君の研究と将来を丁
寧に依頼された．しかし，その半年後に先生は
亡くなられた．隆武強教授が後任の研究所長と
なり，研究所が遼寧省の重点研究室になったこ
とは，筆者にとっては一つの約束が果たせたこ
とになる． 
大連理工大学から群馬大学工学部への留学
生・研究生の総数は数十人となっている．劉正
白教授は米国へ移ったが，隆武強教授と宋永臣
教授は出身研究所に戻られ，後進の指導にあた
られている． 
４．国際シンポジウムの概要４．国際シンポジウムの概要４．国際シンポジウムの概要４．国際シンポジウムの概要    
シンポジウムへの参加者は総計 120 人，中

国：105 人（大学 12，会社 36，院生 57），日
本：9人（大学 6，研究所 2，会社 1），米国：
4 人，ドイツ：1 人，スウェーデン：1 人であ
った．中国国内の参加者が少ないのは，同時期
に工程熱物理の燃焼分会が開催され，参加予定
者の多くが欠席となったためである．会議のプ
ロシーディングス，胡教授論文集が CD で発行
されているが，セッションタイトルと標題のい
くつかを以下に紹介する． 
4.1 HCCI 燃焼 
小保方富夫（群馬大学）：傘状噴霧予混合デ

ィーゼル機関の燃焼特性．趙福全（Frank Zhao，

図 2 胡国棟教授追悼式典 
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華晨金杯自動車）：HCCI機関の問題点．Prof. Per 
Tunestal (Lund大学)：NOxと煤の同時低減．王
建昕（清華大学）：ガソリン HCCIエンジン（層
状吸気，火花点火）． 
4.2 先進ディーゼル機関 
広安博之（広島大学）：遺伝的アルゴリズム

と現象論モデルによるエミッション低減と燃
費向上．西田恵哉（広島大学）：蒸発噴霧の噴
霧と混合気解析．青柳友三（新 ACE）：高過給・
高 EGRディーゼルの開発．辛軍（Jun Xin, 奇瑞
汽車）：高速燃料噴射機関の開発．朱元憲
(Yuanxian Zhu, Weite Electronic Control Injection 
Co., Ltd) ディーゼル噴射技術の現状と将来． 
4.3 各種自動車用動力システム  
 佐々木正和（日産ディーゼル）・申鉄龍（上
智大学）：ハイブリッドエンジン．岩井信夫
（JARI）：ハイブリッド及び燃料電池．陳清泉
（香港大学，工程院院士）：持続可能な移動動
力源への挑戦．張華民（大連化学物理研究所）：
燃料電池膜の進展． 
4.4 新型エンジン・代替燃料 
 森吉泰生（千葉大学）：新型ピストン駆動方
式ガソリンエンジン．志賀聖一（群馬大学）：
バイオディーゼルエンジンの燃焼特性． 

4.5 先進ディーゼル機関 
 大連理工大学などの研究紹介． 
各講演はよく整理され，日本での講演会より
集中して聞くことができ，得ることが多かった．
特に陳清泉教授の講演は，予定時間を 2倍以上
オーバーする熱演で，世界の技術の現状を網羅
して紹介された． 
５．大学と会社の見学５．大学と会社の見学５．大学と会社の見学５．大学と会社の見学    
講演会の最後に大連理工大学の内燃機研究
所の見学があった．予算がついたとのことで内
外装とも一新され，よく整備された．実験設備
等の充実は来年以降であるとのことであった
が，マニュピュレータ式の PIV実験装置，コモ
ンレールインジェクターの学生試作などが新
しかった． 
最終日には，大連の三つのディーゼルエンジ
ン工場の見学があった． 
5.1 第一汽車大連工場（自動車用） 

Deuts，FEV，AVL，MAE 等からの技術導入
が進み，ユニットインジェクター，コモンレー
ル，ターボチャージャーなどが装着された新型
エンジンが製造されていた．1999 年，上海
CIMAC－Day でのエンジン博覧会でもコモン
レールエンジンがすでに展示されており，史紹
熙教授（天津大学）が説明された．しかし，そ
のときは箱だけで中身のない「張子」であった
と後から聞いた．同時期にターボチャージャー
の専門家を日本から紹介してくれとも依頼さ
れた．それから 5年，全てが実装される段階と
なっており，進歩の早いことを実感した．しか
し，まだ性能追求の段階であり，省燃費・低公
害への取り組みはやっと開始された段階と思
われた． 
5.2 大連舶用ディーゼルエンジン工場 

MAN-B&W，Sulzer等の技術を導入し，溶接，

図 3 国際シンポジウム記念写真 

図４ 機関車工場見学 
左から，Prof. Per Tunestal，隆教授，青柳博士，

森吉教授，小保方，岩井博士 
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切削加工，組み立て，試験と連続し，体育館の
ようなエンジンが製造されていた．本年 9月に
訪問したチューリッヒの Sulzer本社はエンジン
製作をやめ，別会社（WARTSILA）で研究・開
発・試作・試験・技術者訓練が行われていた．
そのエンジン製作現場の一つが中国である． 
5.3 大連機関車工場 
ユニットインジェクターを用いた V 型 16 気

筒など，大型ディーゼルエンジンの一貫した製
造過程が，切削加工から機関車の発車まで見学
できた．鉄道輸送が盛んな中国での需要と輸出
で支えられているようである． 
６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ    
中国は訪問する度に大きく変貌し，豊かさが

実感できる．実際には中国人の 5％が裕福層で
あるといわれている．その人数を日本に当ては
めると，総人口の半分に相当する．これはとて
つもなく膨大な市場である．同時に交通渋滞や
空気の悪さは相変わらずである．車の生産台数
も，もう直ぐ日本を追い越し，世界第二位にな
ろうとしている．これをまかなう燃料をどう供
給するか，エンジンをいかに高効率低公害化す
るか，他人事ではない．日中両国の人的交流，
技術交流，さらにはインドを含めた東南アジア
経済圏，さらには世界を一つにした取り組みが
必要になっている．今回の国際会議も，その一
助となれば幸いである．

NEDO クリーンディーゼルプロジェクト（革新的
次世代低公害車総合技術開発プロジェクト）に
ついて 
 

伊藤 淳，井手原 亘 
（（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構） 

  
１．背景１．背景１．背景１．背景 
経済産業省で平成 15 年 8 月にとりまとめら

れた「次世代低公害車の燃料及び技術の方向性
に関する検討会」の報告に基づき，本プロジェ
クトが平成 16年から平成 20年までの 5年計画
でスタートしたもので，環境負荷の小さい自動
車社会の構築と我が国自動車メーカーの国際
競争力の強化を目標にしている． 
 ディーゼルエンジンは，ガソリンエンジンに
比べ，その高い燃焼温度のために 20％程度高い
熱効率が得られ，特に，最近ヨーロッパなどで
普及しているように運輸部門における省エネ
ルギーのキー技術であるといえる．しかしなが
ら，排ガス中の PM（固体微粒子）及び NOxの
点で環境側からの要請に十分応えておらず，デ
ィーゼルエンジンの環境特性を改善すること
は，省エネルギーを推進する上で極めて重要で
ある． 
 特に，物流の主流を占める大型のトラック・
バスに関しての排ガス対策技術の開発を行う
ことが重要であり，本技術の確立により，ディ
ーゼルエンジンに関する都市大気環境問題へ
の懸念を払拭し，運輸部門における CO2削減を
図り，地球温暖化対策に資するものとなる． 

２．開発目標２．開発目標２．開発目標２．開発目標 
 本プロジェクトは，特に，環境負荷の高いデ
ィーゼルエンジンのクリーン化を実現し，かつ，
高い熱効率を維持したままで，CO2排出量の低
減を狙うものであり，以下の項目を最終目標
（平成 20年度末）としている． 
１）ディーゼル排出ガスの低減： 
大型車 NOx 0.2g/kWh PM 0.010g/kWh 

 乗用車 NOx 0.05g/km PM 0.005g/km 
２）燃費： 
 大型車 10％向上 
 乗用車 ガソリントップランナー比 30％向
上  
３．開発体制３．開発体制３．開発体制３．開発体制 
 上記目標を達成するため，燃料技術・自動車
技術の両面から研究開発を実施し，下記 4分野
の研究開発テーマを 9チームが担当している． 
①新燃焼方式の研究開発及び燃料の最適化 
②新燃料（GTL）を用いたエンジン技術の開発 
③革新的後処理システムの研究開発 
④次世代低公害車の総合評価技術開発 
 それぞれの開発テーマにおける技術内容と
担当 9チームの概要を表１に示す． 
 また，プロジェクト全体は，早稲田大学理工
学術院大聖泰弘教授をプロジェクトリーダー
とし，効率的な研究開発の推進を図るようにし
た． 
４．研究開発の内容４．研究開発の内容４．研究開発の内容４．研究開発の内容 
①新燃焼方式の研究開発及び燃料の最適化 
燃料を早期に噴射して空気との混合を均一

化し，希薄燃焼させる予混合圧縮着火燃焼

新開発エンジン新開発エンジン新開発エンジン新開発エンジン 
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（HCCI，PCCI 等）に着目し，燃料噴射や燃料
品質の最適化を行う． 
 対象は，大型及び小型エンジンとしている． 
②新燃料を用いたエンジン技術の開発 
新燃料として GTLに着目し，軽油に GTLを

混合して現行車に適用する場合と専用車の開
発を必要とする GTL100％燃料（ニート燃料）
について，それらの最適な使用法の開発を行う． 
本開発は，従来のエンジン開発手法が適用で

きることから，研究期間を 3年としている． 
③革新的後処理システムの研究開発 
今後の NOx規制強化に対応するため，燃費改

善への対応がさらに遅れることが懸念される． 
そこで，ディーゼルエンジンのＮＯｘを低減

できる有効な後処理技術が開発されれば，燃費
を最適化した後，NOxを低減できるので環境対
策と燃費改善が同時に可能になる． 
また，燃費を犠牲にしない後処理技術の開発

及び低温の排出ガスに対応できる後処理技術
の開発を実施する． 
具体的には，以下の研究開発を行う． 

【尿素 SCRシステム】：排気温度の低い過渡運
転時の NOx 浄化率を向上させるための技術
を開発する． 

【NOx吸蔵還元システム】：燃料中の硫黄分に
よって触媒が被毒され，再生処理のために燃
費が悪化する問題がある．したがって，硫黄
被毒の少ない高効率の吸蔵還元触媒材料と
そのシステムを開発する． 

【DPFシステム】：今後触媒付きの DPFの普及
が予想されるが，硫黄分の影響を受けるので，
従来の触媒を使用しないプラズマ方式等の
DPFを開発する．さらに，過渡運転時のよう
に，排気温度の低い状態においても除去率を

向上できる排熱有効利用技術の開発も行う． 
【その他新しいコンセプト】：例えば，電気化
学的な方法による排出ガス処理技術． 

④次世代自動車の総合評価技術開発 
本プロジェクトで開発された新しいエンジ

ンや後処理技術が従来技術と比べて排出ガス
の点で特異性がないかを評価できるようにし
ていくもので，排出ガス中の未規制物質評価，
ナノ領域の PM個数濃度の評価及び排出ガスの
健康影響度を把握する． 
５．研究開発の運営管理５．研究開発の運営管理５．研究開発の運営管理５．研究開発の運営管理 
（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構 
（NEDO）では，図１に示すように 2 回／年程
度，外部有識者（技術委員）に各テーマの研究
開発責任者が進捗状況を報告し，各委員の意見
を各テーマの運営に反映している． 
また，国の定める指針や技術評価実施要領に

基づき，外部有識者による研究開発の評価を定
期的に実施している．喫緊では中間評価を今年
度に実施する予定でいる． 
６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ 
 平成 16 年 8月にスタートした NEDO クリー
ンディーゼルプロジェクト（革新的次世代低公
害車総合技術開発プロジェクト）の概要を紹介
した． 
 平成 16年と 17年の各テーマの研究開発成果
については，NEDOホームページからデータベ
ースを利用することで入手できるので，ここで
は，紹介しなかった．下記 URL を参考にして
いただきたい． 
 成果の見通しとしては、各テーマ平成 18 年
度末の中間目標値を設定しているが，全テーマ
とも達成の見込みである．一部のテーマは，前
倒しで目標を達成しており，今後が期待されて

中間目標中間目標中間目標中間目標
各委託先が設定する

最終目標最終目標最終目標最終目標
プロジェクトの設定

中間評価中間評価中間評価中間評価 事後評価事後評価事後評価事後評価

技術委員会 技術委員会

２年 ３年

応用実用化研究要素技術研究開発

技術委員会 技術委員会 技術委員会

スタートスタートスタートスタート

中間年報
成果
報告書

成果
報告書

中間年報

技術委員会

中間目標中間目標中間目標中間目標
各委託先が設定する

最終目標最終目標最終目標最終目標
プロジェクトの設定

中間評価中間評価中間評価中間評価 事後評価事後評価事後評価事後評価

技術委員会 技術委員会

２年 ３年

応用実用化研究要素技術研究開発

技術委員会 技術委員会 技術委員会

スタートスタートスタートスタート

中間年報
成果
報告書

成果
報告書

中間年報

技術委員会

図 1 プロジェクトの運営管理 
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いる． 
 さらに，平成 20 年の最終目標も各テーマ達
成し，平成 21 年からのポスト新長期規制に適
合しながら，CO2削減効果をあげることを期待
している． 
 

参考 URL 
http://www.nedo.go.jp/activities/portal/p04013.html 
本プロジェクトの概要説明 
http://www.tech.nedo.go.jp/servlet/ProjectKensakuSer
vlet?kensakuHoho=Project_Select&PROJECT_COD
E=P04013 成果報告書掲載 

 

The 18th Internal Combustion Engine Symposium 
(International) in Jeju 開催される 
 

実行委員会幹事 
志賀 聖一（群馬大学） 

 
平成 17年 12月 20日～22日，韓国のリゾート
地である済州（Jeju；ジェジュ）島の KAL Jeju 
Hotelで題記，第 18回内燃機関シンポジウムが
開催された．内燃機関シンポジウムは
COMODIAとの関係から完全に毎年開催とは言
えないが，原則として国内では毎年開催されて
いる．それを，国際化の目的で，1999年にやは
り韓国ソウル市のソウル大学ではじめての海
外開催として実現し，今回が 2回目となる．今
回は，大聖泰弘早稲田大学教授および Suk Ho 
Chung ソウル大学教授のお二人が実行委員長，
韓国側幹事が Kwang Min Chun延世大学(Yonsei 

Univ.)教授，Simsoo Park高麗大学(Korea Univ.)
教授，日本側幹事が草鹿仁早稲田大学助教授，
日産自動車伊東輝行氏，トヨタ自動車阪田一郎
氏，日野自動車内田登氏および筆者となり，お
もに日韓両国の協力のもとに実現することが
できた．12月のジェジュはリゾート地としては
シーズンオフで，韓国のハワイと呼ばれている
のは絶対この時期ではないと思わせる寒風が
吹き巻いていたが，それでも成田からの直行便
はときならぬ韓流ブームのせいか満席であっ
た．ホテルでの開催ということもあり，今回は
近畿日本ツーリストと現地の東西旅行社がツ
アーを企画し，成田集合から帰国まで添乗員が
同行してくれる気楽な旅行となった． 
現地に到着するやいなや，前日から到着して

いた自技会武藤氏，相鉄エージェンシーの和田，
矢野両氏と合流し，2 時間足らずのうちにオー
プンしなければならない参加登録デスクの準
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表 1 研究開発の内容 

会議参加記会議参加記会議参加記会議参加記 



 11

備に取りかかった．このシンポジウムは国際会
議としては異例の低価格設定のため，自技会ス
タッフの減員やコンベンションサービス内容
の節約，さらにアルバイト学生は日韓とも全員
が講演予定者を実働時給のみで雇用するなど
のコストカットを行ったため，すべてに余裕の
ない状態とならざるを得ず，デスクオープンが
やや遅れてしまった．それでも，コストカット
は悪いことばかりではなかった．とくにアルバ
イト学生を日韓両国から同数ずつ配置するこ
とで学生同士，およびその直接マネージ担当と
なった延世大学 Assistant Professor の Soonho 
Song 氏と本学荒木幹也助手といった次代を担
う若者のコミュニケーションがいやがおうに
も必要となり，最後は涙の分かれとまではいか
なかったようだが，それなりの相互理解にコス
トカットはむしろ大いに貢献したと思う． 
初日は参加登録とウェルカムパーティだけ

であった．しかもそのウェルカムパーティは韓
国自動車技術会（KSAE）が全額負担してくれ
た．流暢な英語を話す KSAE のキム氏 (Mr. 
Eun-Tae Kim)も全日程参加してくれたが，韓国
側の全面的協力はこのパーティだけではなく，
あらゆる面においてであり，彼らの協力なしに
はとても実現できなかったと言え，今回最も強
調しなければならないことである． 

KAL Jeju Hotelはいわゆる三ツ星の最上級ホ
テルであり，大韓航空系列である．そのまま宿
泊すると１泊 2万円以上もするし，朝食は 2000
円である．ホテルは漁船を持っていて，新鮮な
魚貝類をホテルのために獲ってくるとのこと
であった．たしかにビュッフェスタイルの料理
はとてもおいしかったが，その後のバンケット
やフェアウェルパーティといった 2度の料理も
恐らくまったく同じ料理であったためか，記憶
としては鮮烈とは言えなくなってしまった．飲
み物についてもKSAEの活躍を明記しなければ
ならない．事前打ち合わせで，この種の一流ホ
テルではビールとワインしかださないことが
わかった．しかもその値段が日本よりもだいぶ
高い（筆者の感覚なので比較が日本の一流ホテ
ルではない）のであった．日本ではどんなパー
ティでも日本酒なしは考えられない．韓国に来
て現地のお酒を期待しない人はいないわけで，
結局KSAEが持ちこむことをホテルが受諾する
かたちとなった．しかもホテルは氷などを無料
で提供するという驚くべきサービスつきであ
った．実は，私は KSAEのキム氏，高麗大のパ

ク教授とともに焼酎の買い出しにでかける幸
運に恵まれた．パク教授が手配したレンタカー
（ベストセラーというミドルクラスのヒュン
ダイソナタだった）で大型ショッピングセンタ
ーに行き，たしか一箱 40 本入りの焼酎を 4 箱
KSAE が買ってくれた．不思議なのは，そんな
に多くの焼酎を一遍に買えないというので，実
は 2日に分けて買わざるを得なかったことであ
る．どうやら，大量に買い占めて町の路上で売
る行為を禁止しているという理由らしかった
が，別の店に行けばいくらでも買えるざる法と
の評価であった．恐らくは貧富の格差や失業率
がわれわれの想像を超えるレベルであること
を考えると，そういうビジネスも十分に成り立
つのであろう．ともあれ，念願の焼酎はパーテ
ィの主役として活躍したのは言うまでもない． 
さて，論文についてであるが，アブストラク

ト段階では 120編であったにも拘わらず，フル
ペーパーの段階になってのキャンセルが続出
し，結局のところ 105編となった．プログラム
編成後のキャンセルが多く，セッションの変更
が間に合わないためにあるセッションなどは
丸ごとキャンセルになってしまう場面もあり，
今後の課題であろう．しかしながら，今回の最
大のハプニングは天候である．季節はずれは十
分にわかっていたし，日本でも雪国での未曾有
の豪雪はほぼ毎日ニュースに取り上げられて
いた．とは言え，韓国のハワイという異名はや
はりハワイとは程遠いものであり，しかもその
ためのキャンセルが相次いでしまったのであ
る．なんと，特別講演として企画していたヒュ
ンダイ・キア自動車の副社長もその被害者とな
ってしまった．ソウルとジェジュとは 1 日 10
便以上もあるため，非常に便利であることがむ
しろ仇となってしまった．論文発表初日から吹
雪となり，2日目には空港が完全に閉鎖された．
委員長のチュングソウル大教授の言によれば，
ジェジュ空港は上下方向の気流が発生し易く，
飛行機の離着陸は非常に危険なのだという．た
しかに，筆者の知るある日本人一行は前日到着
のはずが行き先をソウルにせざるを得ず，傍若
無人のふりをしてごり押しでやっとジェジュ
まできたが，一度着陸態勢に入ってから突然機
首をあげて全力加速をしてしまい，ソウルに戻
るのかと思ったほどだったとのことである．幸
いにして 2度目の着陸に無事成功して，彼らは
発表の 10 分前に会場に到着，発表をすること
ができた．勿論 2日目にジェジュを発とうとし
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ていた人々はジェジュ閉じ込めとなり，満室の
ホテルを歩きまわった揚句，空港泊になったと
いう話も聞いた．2 日目には神本先生の特別講
演が行われたが，なんとその直前に吹雪による
停電が頻発してしまった．すぐに非常用電源に
切り替わるのだが，それでも数分かかる．コン
ピュータはバックアップで動いてもプロジェ
クターは・・・．というわけで，神本先生には
最悪の心積もりをお願いしながらのご講演を
いただいた．いつもながらの明快なお話は幸い
にも停電なしにつつがなく終了することがで
き，燃料電池の機械効率がエンジンと同じ負荷
特性であることなど，勇気づけられる内容もあ
って充実感に安堵感が加わって，まさにほっと
したのであった． 
特別講演が終わると，いよいバンケットであ

る．外は吹雪ということもあり，想定外（？）
の参加者数でテーブル増設に追われたが，伊東
氏（日産自動車）の軽妙な司会で盛り上がり，
ついには前委員長のオリジナリティある発案
で各国の歌を披露することとなった．まずは日
本が「隅田川」を輪唱することになり，かの神
本先生がタクトを振るい，酔いもあってか非常
にうまくできたといまでも思っている．という
わけで，ハプニング的ではあったが，まさに国
際会議の盛り上がりはたいへんなものとなっ
た． 

3 日目はなんとか便を再開したものの，午前
のセッションには間に合わないとの理由から
キャンセルが相次いだ．とくに，韓国側の特別
講演のヒュンダイ・キア自動車副社長が時間に
は絶対来れないことがわかった．急遽委員長は
じめ韓国側と対策を検討した結果，委員長のチ
ュング先生に手持ちのパワーポイントを使っ
て，拡散火炎でのすす生成機構に関する基礎研

究を講演していただくことになった．こちらも，
いつもながら流暢で淀みなくロジカルな講演
は，とっておいてプレゼンテーションの教材に
したいくらいのすばらしさであった．チュング
先生の特別講演も無事終了したころ，当初予定
されていたヒュンダイ・キアの副社長が到着す
ることがわかった．これもまた委員長らの速攻
決断によって，急遽当初予定の特別講演をフェ
アウェルパーティ（これも実は KSAEのご好意
によって実現した）直前に実施することにした．
ヒュンダイ・キアの驚くべき研究開発について
ほぼフルにご講演いただき，参加者への約束は
困難な気象条件にも拘わらずすべて果たすこ
とができた． 
今回の成功の陰には，自技会武藤氏と上記の

相鉄エージェンシーお二人の大きな貢献があ
った．自技会の国際化は職員自らの国際化を意
味する．前回に続いて武藤氏が担当された意義
は非常に大きい．官僚のようにスペシャリスト
を育てない配置替えは，組織にも本人にも発展
を期待しないやり方であろう．幸運はコンベン
ションサービス担当の和田氏が前回に引き続
いて担当されたことにもあった．プロがやって
こその高質のサービスは，シンポジウムの将来
にとって重要である．学会の雑用を大学の教員
がボランティアでやることにも限界があると
思う．人は己の役割を精一杯果たしてこそ幸せ
であるはずで，大学の教員は教育と研究にもっ
と専念すべきであり，プロの役を演じるべきで
はないであろう． 
期間中は，かのプロ集団スタッフとともに朝

7 時からパーティがおわるまでホテルに閉じこ
もりきりであったので，4 日目には同行した同
僚や学生，そして家内とともにささやかな観光
を行った．博物館が歩けるところにあったので

バンケットで各国の歌を披露(左：日本参加者，右：韓国参加者) 



 13

そこに立ち寄り，街中でホテル以外の食事をは
じめてとった．サラリーマン，OL 風の客が多
い小さな食堂であったが，豆腐と豚肉の入った
辛いなべのおいしさは格別で，ご飯をおかわり
したほどであった． 
さて，期せずして 2度の内燃機関シンポジウ

ムの国際化の実行部隊として参画することが
できたが，いずれにおいても韓国側の全面的な
協力なくして実現できなかったことだけは確
かである．1999年の第 1回のときも，COMODIA
があり，欧米では SAEがあり，燃焼では国際燃
焼シンポジウムがあり，自技会でも春季大会の
英語セッションや IPC, SETCがあり，有り余る
ほどの国際会議があってなぜ韓国と開催する
のか，どうせ海外発表であれば欧米でもまれる
ことの意義のほうが高いではないか，いくら安
いとは言え海外出張は決裁がでにくい，参加者
だってアジア中心では質において学べる水準
は自ずと限界があろう，等々いずれもごもっと
もなご意見をいただいた．韓国内においてもま
ったく同様な意見があったと聞いている．では，
なぜそのような逆風のなかであえてお互いに

不自由な英語を使った会議を実現しなければ
ならなかったのであろうか．第 1回のときに現
地調査に行ったときのチュング先生の言葉は
いまも忘れられない．「アジア発信の意義を私
たちも高く認めるところである．ただ，日本で
14 回もの歴史を持つシンポジウムを急に国際
会議にすることは不可能である．まずは日本の
シンポジウムを韓国で開催することとしてほ
しい．共有する目的のためにわれわれは大いに
協力する．」といった趣旨だったと思う．この
言葉は第 2回の今回においても見事に果たされ
たのである．いまやヒュンダイ・キアは 300万
台を超える年産を誇る世界屈指の自動車メー
カーである．技術的にも飛躍的な発展を続けて
いる．その両国が「アジア発信」の主役として
果たすべき役割は，上述の多くのご批判にたい
する答えとして十分ではないだろうか．韓国と
自動車技術会にはもはや絆という言葉がふさ
わしい関係を築くことができたと思う．この絆
を大切にして，第 3回が真にアジア発信として
世界が認める国際会議であることを祈ってや
まない．

 

 

2005 Small Engine Technology  
Conference 参加報告  
 
 

長谷川 晃(ヤマハ発動機㈱)  
 

2005 年 10 月 12 日から 14 日に亘って 2005 
Small Engine Technology Conference （ 以 下
SETC2005）が，タイのバンコックで開催された． 
最終日 14日の午後，閉会式会場に SETC2005 

Technical Committee委員長の声が響いた． 
“The Best Paper is  

Development of the Control System Using EGR 
for the HCCI Engine Running on DME 
by Mr. Masato Ikemoto, Mr. Yuichiro Kojima, 
Prof. Norimasa Iida of Keio University.” 
これで最優秀論文の表彰も滞りなく終了した．
「この 2年余に亘ったチャレンジ Project，“初
の日本以外のAsia Host国に拠るSETC開催”も，
まあ成功裏に纏まったな．」と周囲で交される
談笑を耳に，この SETC2005会議の企画から本
会議運営（含むセッションチェア）まで携わっ
た節目節目のシーンを脳裏に巡らせながら，遅

い Farewell Lunchを楽しんだ． 
 SETC は，米国 SAE と（社）自動車技術会
（JSAE）とが共催（交互に主催）する小型エン
ジン及び関連商品の技術に関する国際会議で
1989 年から開催され，今回の SETC2005 で 11
回を数える．過去，JSAE 主催時は日本国内開
催が常態であった． 2003 年に開始した
SETC2005 企画は，代表的な小型エンジン関連
商品である二輪車市場動向のグローバル観点
からの熟慮・解釈が最優先された．中国，イン
ド，ASEAN 夫々における小型エンジン技術に
関る会議開催の重要性･納得性から，先ず会議
開催地を“日本以外のアジアの国、タイ”と確
定した．その後の会議実行委員の活動は多様な
未知・未確認項目の議論･合意形成の連続で，
その為に 2004 年からは，ほぼ四半期毎に，タ
イのチュラロンコン大学で JSAE-TSAE（タイ自
動車技術会）合同会議を持つ事となった．限ら
れた時間内での国情の違いの克服には，大変な
マンパワーが注がれた．結果として，これまで
に論文発表が非常に少なかったマレーシア，タ
イ等からも複数の論文発表が行われアジアか
らの論文発表の厚みが増した．受理された講演
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論文数は SETC最多の 96編を数え（昨年開催の
SETC2004 Graz Conferenceと同数)，会議への参
加者も 16 カ国から 320 名と、大変多くの方々
の参加を戴き二年間に亘る苦労が実を結んだ． 
技術論文は 12 カ国から寄せられ，日本から

の論文 61編を含めてアジアからは合計 80編の
論文が発表された．論文テーマは，エンジンに
関るものが 6割を占めている．環境課題への関
心の一層の高まりに符合して，2，4ストローク
エンジンの直噴技術から HCCI（予混合圧縮着
火）といった先進燃焼技術に亘る論文，クラン
クシャフトへの Pb（鉛）フリー快削鋼適用論文，
将来のパワーソース技術として注目を集めて
いる燃料電池を二輪車に適用した論文等，興味
を引く論文も進化･多様化している．一方，二
輪車の商品性上最も重要な特性の一つである
操縦性安定性に関連する発表論文は，先進のシ
ミュレーション技術を駆使した旋回走行解析
を扱った論文，ドライビングシミュレーターを
用いた実務的な論文等，更なるコンカレントな
商品開発力向上志向と併せて人間の感性解明
も志向する技術論文で，今後の成果への期待は
大きい． 
これらの興味深い 96 編の論文が 3 日間に亘

る計 30 のテクニカルセッション（含む 3 つの
Organized Sessions, Fuel, Lubricant, Formula 
SAE）で，闊達に講演･質疑された．燃料の多様
化に加えて，国によって燃料性状が異なり，そ
れを踏まえた総合エンジン技術が重要となる

事等から，特に二つのセッション Fuel, Lubricant, 
は当分要注目領域である．これらの講演を通し
た小型エンジン関連技術の切磋琢磨に加えて，
参加者がタイの理解を深め，参加者同士の交流
を深める機会も用意された．会議開催前日 11
日に行われた Technical Visits（2コース）では，
タイを代表する 2 社 DAISIN Co., LTD. 及び
THAI SUMMIT AUTO PARTS INDUSTRY Co., 
LTD. にご協力戴いたタイ最新の工業技術力理
解に加えてタイの文化の理解（BANGSAI ARTS 
AND CRAFTS CENTER / THE ANCIENT CITY）
も深め，12日の Receptionでは，和やかな中で，
一段掘り下げた技術交流が行われた．会議期間
を通して設けられた展示会では，15社のブース
が設置され，参加者は興味ある先進技術に触れ
る機会を得ていた． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
Clean Heavy Duty Vehicles Conference 2006 
に参加して 
 
 
 
 
首藤 登志夫（北海道大学） 

 
米国カリフォルニア州サンディエゴのHilton 

San Diego Resortにて2月22日から3日間の日程
でClean Heavy Duty Vehicles Conference（CHDV）
2006 が開催された．会議の主催者はWest Start，
US Army National Automotive Center，Federal 
Transit Administrationである．またこの会議の前
段として，同じ主催者によるHydrogen Internal 
Combustion Engine Symposium（HICE）が22日に

同じ会場で開かれた． 
HICEシンポジウムでは，カリフォルニアにお

ける水素エンジンによるバスの運行を想定し
た車両技術や燃料インフラなどに関する講演
があった．CHDV会議では，Energy Challenges for 
Transportation，Hybrid Commercialization， Buses，
Moving to a More Electric Truck ， Clean 
Technologies and Fuels，Clean Fuels，Diesel Engine 
Emissions Reduction Technologiesと題されたセ
ッションで講演が行なわれた．主にアメリカ国
内から425名の参加があり盛況であった．今後
の重量車に求められる燃費・排ガス規制やそれ
に対する技術としてハイブリッド，尿素SCR，
DPFなどの対策等が網羅的に紹介されていた．
エンジン技術者のみならず，輸送業や鉱業など
のフリートユーザー企業の経営者等も会議に

展示会場の様子 
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参加していたようだった． 
会議にあわせて車両や新技術の展示も同時

に行なわれ，日本企業としては日野自動車から
ハイブリッドトラックの展示があった．Delphi
のブースでは軽油の改質ガスを燃料とする固
体酸化物燃料電池（SOFC）をトラックの補器
駆動用システムとして展示していた．また，デ
ィーゼル車の排ガス対策のためのレトロフィ
ット技術の展示も比較的多く見られ，米国では
レトロフィット技術による排気対策への関心
が日本に比べて高い印象を受けた．なお，CHDV
会議の前に立ち寄ったロサンゼルス郊外の

CARB（California Air Resources Board カリフォ
ルニア州大気資源局）においても，使用過程デ
ィーゼルエンジンの排気対策を買い替え促進
とともにレトロフィット技術により行うこと
を想定しているとの話があった． 

CHDV会議に関する問合せ先は以下のとおり． 
Ms. Susan Romeo 
Director, Marketing and Communications, 
WestStart 
Email: sromeo@calstart.org, 
Homepage: http://www.weststart.org

 

 

デトロイトオートショー参加記 

 

志賀 聖一（群馬大学） 
 
去る 1 月 15 日～20 日，本学の通称現代 GP

（文部科学省現代的教育支援プログラム），「仕
事で英語が使える日本人の育成」の一環として，
米国デトロイト市で開催されていた通称デト
ロイトオートショー（正しくは North American 
International Auto Show; NAIAS）に参加する機
会をいただいた．報道では，会期中参加者数 70
万人で，日本の東京モーターショーが乗用車開
催年でざっと 140万人だから参加者数はちょう
ど半分である．世界的に有名な自動車ショーと
しては，ヨーロッパで開催されるジュネーブシ
ョーがあり，世界の３大自動車ショーといえる．
デトロイトはかつて毎年２月に米国自動車技
術会の年次大会があり，何度か行っており，会
場も同じ Cobo Hall というデトロイト川に面し
たデトロイトのダウンタウンであった． 
展示されているメーカーは，GM, フォード，

クライスラー（いまはダイムラーがつく）のビ
ッグ 3 は勿論，GMC など GM 傘下に入ったこ
とをはじめて知ったアメリカのメーカーもあ
る．サーブも GMとして出品していた．ヨーロ
ッパからは，ダイムラー，フォルクスワーゲン，
ポルシェ，日本からは，トヨタ，日産，ホンダ，
三菱，スバル，スズキ，韓国からはヒュンダイ・
キアがそれぞれあったと記憶している．どのブ
ースに行っても，妙齢の解説嬢がきれいな英語
でしゃべっている．日本だと，しゃべらずにス
マイルだけでしかも高いところから見下ろし
ての愛嬌であるが，ここでは来場者と同じ高さ

でしかも全員が気軽に，「質問はありますか」
とにこにこ話し掛けてくるし，Combustion 
chamber（燃焼室）がコンパクトで云々と，専門
語もよく勉強している．人気なのは，乗用車で
はキャデラック，あとはピックアップやチェロ
キーのような大きな 4WD であった．日産のブ
ースには見たこともない，ムラーノが小さく見
えるほどの実に大きな 4WD 車があったが，な
かなかの人気だった．おおむね４トン車に乗っ
た感じで，天下をとった気分になれる．ブッシ
ュ大統領が，自分の牧場でよく 4WD 車から降
りてくるシーンがテレビに出るが，あれがアメ
リカ人の究極の幸せなのだろう．コンパクトカ
ーで競争力を失った GMが苦境にあるが，アメ
リカ人の自動車にたいする基本姿勢はそう簡
単には変わらないような気もした．しかしなが
ら，ガソリンスタンドの値段はざっと 1ガロン
3 ドルだから，リッターにすると 100 円弱にな
る．これはかつて日本の 1/3 くらいだったのに

アメリカ車の 06 年モデルカタログ 
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比べると各段の値上がりに違いない．それもあ
ってか，大きな 4WD車をだしている GMCやフ
ォードには次世代ディーゼルエンジンなるも
のが展示されていた． 
さて，来場者で目立ったのが恐らく近隣から
だろうと思うが，中学生から高校生にかけての
子供達である．明らかに先生が引率していて，
さながら日本の修学旅行であり，これが 1割は
いたと思われる．日本のモーターショーにもか
つて何度か行ったし，最近行った学生にも聞い
てみたが，修学旅行や近隣の遠足風情の子供達
は見たことがない．これは，子供から自動車へ
の興味を抱かせようとするキャンペーンなの
か，アメリカの自動車産業の偉大さを子供達に
植え付けようとすることなのか，はたまた単に
楽しみの少ない厳冬期の校外学習にうってつ
けというだけの理由なのかわからないが，袋や
看板の Buy an American, American Revolutionと
いったコピーとともに，アメリカ人の自動車へ
の思い入れのようなものを感じた．それとは対
照的に，会場の外の高層ビルのいくつかは廃墟
のようであり，これも会場の外で氷点下のなか
することもなく談笑にふける人々の姿と合わ
せた風景はいまのアメリカの自動車産業の厳
しさを物語っているような気がした．アメリカ
の ITでの成功はよく知られているし，またもの
づくりの衰退についても何冊もの本がでてい
る．人々の 2極化とともに，産業の 2極化もじ
わじわと進んでいると思った．ヒュンダイ・キ
アが日産やホンダの生産台数を超えようとし
ているいま，こういう風景が日本のどこかにい
つか見ることのないようにしなければならな
いと思った． 

今回は超早割りの格安運賃のため乗り継ぎ
を何度もしてきたおかげで，あれほどわからな
かった機内放送が信じられないくらいわかる
ようになった．サンフランシスコからの最後の
便では，はじめて海外旅行をするというテンガ
ロンハットをかぶった陽気なおじいさんと隣
り合わせた．たぶん西海岸の田舎からでてきた
と思われるおじいさんの英語はたいへん聞き
にくかったが，しょっぱいだけのひねったお菓
子の説明やドクターペッパーが好物なのにな
いといった愚痴まで聞いているうちに慣れて
きて，ついには日本人スチュワーデスとのあい
だの通訳までしてしまった．英語はやはり慣れ
と場数であることを再認識することとなった．
本学の現代 GP では英語教育がテーマであるが，
技術者にとって最も重要なことはいつの時代
でも正しく読み，書くことができることである．
そうすれば，自ずと正しい発表ができることに
なる．私のつたない経験では，いい内容は皆必
死に理解しようとするからひどい発音でも理
解してもらえるが，ひどい内容はどんなにきれ
いな発音でも誰も聞いてくれないのである．大
学で教育すべきは従来型の英語であり，それに
加えるとすれば効果的なプレゼンテーション
の論理構成である．プレゼンテーションは論理
的展開が命であり，それは言語を問わない．よ
って日本語でのプレゼンテーションがまず重
要である．それでは討論ができないではないか，
と言われるが，たしかに英会話もできるに越し
たことはない．しかし，英会話はあくまで自助
努力によるべきであろう．それは，今回の私の
経験のように，慣れと場数しかないからである．
大学が用意できるのは恐らくそうした機会く

ガイドブックは 5 ドルと日本の半額だが，
仕事でなければ買わないだろう 

ガイドブックにはデトロイト市長(下)
の挨拶もあった 
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らいではないだろうか．近隣のある大学では，
英語担当教員がオープン教室という自由に英
語で話せる時間をとって，意欲のある学生がま
さに自由に出入りして楽しみながら英会話に
慣れるということを実施している．中国の多く
の大学では，English speaking cornerという場所
に三々五々学生や教員が集まって，なんとなく
英語で話すという．本学でもそういう楽しみな
がら英会話に慣れる試みができればいいと思
う． 
最近の海外出張はほとんどがアジアで，今回

は久しぶりでアメリカに行き，またきれいな英
語（あたりまえだが）に触れることができた．
中国なまり，韓国なまり，インドなまりしか最
近聞いていなかったせいか，やはりネイティブ

の英語はきれいですばらしいと変に感心した
ものである．しかし，自分はアジア英語しかわ
からず，きっとネイティブ英語はわからないに
違いないと思っていたが，予想に反して，いま
までで恐らくもっともよく聞き取れたような
気がする．結局のところ，英会話は相手がネイ
ティブである必要はないとは言わないまでも，
正しい英語は録音でも映画でも FEN でもいつ
でも聞けるわけで，自分からいかに多くの聞い
て話す機会をつくるかにかかっているのだと
思う．ひょっとすると，愛犬を相手に英語で話
すのすらも効果があるのかも知れない．

 

 
International Mobility Engineering Congress 
& Exposition 2005（SAE India）参加報告 
 
 
 
 
 

荒木 幹也（群馬大学） 
 

2005 年 10 月 23 日～25 日，インド・チェン
ナイ市（旧マドラス市）において，SAE India
主催による International Mobility Engineering 
Congress & Exposition 2005が開催された．34編
の招待講演・基調講演と，62編の一般講演が行
われた．多くはインド国内からの参加であるも
のの，日本，アメリカ，ドイツ，イギリス，ベ
ルギー，韓国，イランなどからの参加があり盛
況であった．中国と並び巨大な人口を抱えるイ
ンド．巨大なマーケットとして期待されると同
時に，エネルギー使用量の急速な増大が多くの
問題を引き起こしつつある．そんなインドの実
情を肌で感じるべく，群馬大学からも，3 名の
教員が参加した． 
急速に増大するエネルギー需要をまかなう

ため，インドでは，代替燃料の可能性に大きな
期待をよせている．本講演会でも，代替燃料に
関するセッションは複数組まれており，SAE 
India の意気込みが感じられた． IIT（ Indian 
Institute of Technology）のM. K. G. Babu教授の
招待により，群馬大学・小保方富夫教授が，代

替燃料関連セッションにおいて，「CNG（圧縮
天然ガス）エンジンの現状とレーザ計測診断」
の基調講演を行い，群馬大学グループにおける
これまでの研究経過を報告した．同セッション
では，群馬大学・志賀聖一助教授および同・荒
木幹也助手もそれぞれ，CNG 火花点火燃焼，
CNG 圧縮点火燃焼に関する基礎研究の報告を
行った．講演後，気体燃料噴射弁に関する質問
が多く寄せられた．インドでは気体燃料噴射弁
を入手することが困難で，ガスミキサが広く使
用されている現状が垣間見えた． 
代替燃料セッションにおいては，水素，CNG

といった気体燃料にはじまり，メタノール-エタ
ノール-ガソリン混合燃料，バイオディーゼル燃
料まで，多岐にわたる代替燃料についての報告
が行われた．特に，インドで採れる綿花，ジャ
トロファ，米，ゴムの木などからの植物油に大
きな注目が寄せられているようであった． 
エンジン排気に関するセッションも，盛況で

あった．日本からも，日産ディーゼルの竹内氏
が基調講演を行い，尿素噴射によるディーゼル
エンジン排気中の NOx 低減について報告を行
った．日本企業からの報告はこの 1件にとどま
ったが，同社のインドへの期待が感じられる講
演であった．今後インドでは，ヨーロッパの方
式に準拠した排ガス規制を強化するとのこと
であった．慢性渋滞のインド都市部では欧州と
交通事情に大きな隔たりがある．この点につい
て，今後どのように折り合いをつけていくのか
注目したいところである． 
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講演終了後，チェンナイ市内および近郊を訪
れる機会に恵まれた．都心部の幹線道路は，自
動車，リキシャ（小型 3 輪自動車），バイク，
バス，牛，人であふれ渋滞している．また，一
本わき道に入ると舗装も排水もない道が多く，
道路環境がよいとはいえない状況であった．日
本ブランドの自動車より韓国ブランドが多い
のも印象的であった．スズキ等では現地移行が
進み，インド国産も進んだ結果と思われる．
我々が乗り合わせたタクシーもインド国産な
がら，そのエンジンは韓国エンジンのライセン
ス生産とのことであった．韓国が着実にインド
市場に食い込みつつある実情を，感じずにはい
られなかった． 
チェンナイ市はインド東南部の海沿いの町

である．タクシーで走っていると，海岸沿いに
多くの椰子葺き小屋の集落があることに気づ
いた．運転手にたずねたところ，2004年末のイ
ンド洋大津波で家を失った被災者たちとのこ
とであった．大津波は，インド洋を数千キロも
伝播し，この町にも大きな被害をもたらしたと

のことであった．かたや自動車産業という先端
分野で研究・開発にたずさわる人々がいれば，
一方で，家を失い今でもテントで暮らす貧しい
人々がいる．そのギャップの大きさが，今後の
インドの発展においてどのような影を落とす
のが，気がかりである．それでもたくましく生
きる人々が，今のインドの発展を支えているの
かもしれない． 

シャルマーズ工科大学博士論文 
公開ディフェンスの ’Opponent’を務めて 
 

飯田 訓正（慶応義塾大学） 
 

Volvo の城下町であるスウェーデン，ヨーテ
ボリにある Chalmers University of Technology，
Dept. of Applied Mechanics, Division of 
Combustion and Multiphase Flow の Ingemar 
Denbratt （インゲマー デンブラット）教授か
ら博士論文の Opponent の依頼があったのは
2005年 9月末頃であったと記憶している．スウ
ェーデンの博士論文審査の制度は，指導教授は
自身の生徒の博士論文の審査に加わることが
できない．しがたって外部機関の研究者に 
Opponent１名とGrading committeeのメンバー数
名  を依頼し，このメンバーから形成される
Committee を招集し公開形式のディフェンスを
実施することで博士論文の可否を決定する．依
頼内容は Arian Helmantel（アリアン）君という
オランダからの留学生の学位請求論文 「Low 
Emission Concept for Diesel Engines」が完成する
2006年 3月上旬を目途に私に Opponentをお願
いしたいというのである．Ingemar 先生の記憶

によると，Chalmers University of Technology の
同 Division では Opponent はこれまでほとんど
U.S.A から招聘しており， 日本の大学教授に 
Opponentを依頼したことはないそうだが，これ
からは自動車用エンジン関連のテーマには日
本人の Professorにも Opponentをお願いしてい
こうということになり，その１番手として私に
白羽の矢がたったようである．その後，研究の
ため同大学に長期滞在中の早稲田大学理工学
部 草鹿 仁助教授からこれまでのディフェン
ス（Opponent : LLNL, Dr. C.K. Westbrook, U.C．
Berkeley, R.W. Dibble 教授 等）の様子など連
絡がはいった．小生にとっても初めての経験で
はるが，ディーゼルエンジンの本場欧州の一名
門大学からこのような大役を依頼され大変光
栄であるとともに，これも何かと縁と思い引き
受けることにした． 
 ヨーテボリに直行便がないため，コペンハー
ゲン経由でヨーテボリに到着したのは 3月 8日
（水）夕方であった．翌 3月 9日（木）に Chalmers 
University of Technology の大学紹介が Ingemar
先生からなされるとともに，今回対象となる博
士論文の研究で使用した実験装置を含めたラ
ボツアーがなされた．その後，飯田の方からは，

Exposition 会場に展示されていた電動リキシ
ャ．このほかにも水素エンジンリキシャなどが
展示されていた． 

海外便り海外便り海外便り海外便り 
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Ph.D の学生を対象に Lecture（主に慶應義塾大
学と研究室のテーマ紹介）を行った．そして，
この日の夜はアリアン君，指導教授の Ingemar
先生，同 Divisionでの主に数値計算を担当して
いるValeri Golovitchev先生さらには草鹿先生が
加わり，アリアン君の激励をかねた晩餐会が開
かれた． 
翌日の 3月 10日（金）朝 10：00からいよい

よ，公開ディフェンスが開始された．ディフェ
ンスは，一般公開のため，本人，指導教授，
Committee のみならず，当該学生のご両親，ガ
ールフレンド，さらには友人，自動車会社に勤
務するラボの OB など大勢詰め掛け，200 人程
度収容できる階段教室で実施された．Ingemar
先生から公開ディフェンスを迎えられたこと，
集まった Committeeのメンバーに謝辞が述べら
れ，続いてアリアン君について簡単に紹介がな
されたあと本題に入る． 
まず，45分で博士論文の内容についてパワーポ
イントを使って，学生から説明がなされる．そ
の後，いよいよ，私の出番であり，Opponentと
当該学生のディスカッション（攻防）が始まる
わけである．Opponentによるディスカッション
の持ち時間は，1 ないし 2 時間が目安とされる
が，何時終了するかは Opponentが決める権利を
有する．私は写真 1のごとく，黒板を使用して，
まず Introductionから，局所大気汚染と地球温暖
化のいずれに重きを置くかまた，その理由につ
いて質問した．次に，多段噴射時におけるポス
ト噴射による「すす」低減のメカニズムについ
て，二色法の測定結果と合わせて質問した．そ
して，最後は HCCI 燃焼について，特に CO か
ら CO2への酸化に必要な 1,500K 程度の温度を
達成し HC 排出をいかに低減するかについてデ

ィスカッションを行った．学生は私の出す質問
にその場で答えなくてはならない．勿論，若干
の猶予はあるものの，Division の他の先生，家
族，友人たちが見守る中でこれは相当厳しいと
思う．沈黙はもっとも悪く，このような事態に
ならないように誘導するのも Opponent の役目
である．幸いなことにアリアン君は時につまり
ながらも明確に答えてくれた． 
私の質問が終わると，次に Grading committee

のメンバー（今回は Lund 大学の B. Johansson

教授に加え Volvo Technology から J Engstr o
．．

m

博士、Volvo Car Co. からO
．．

 Andersson博士の計

3名）から順番に質問が繰り出された．そして，
最後は一般聴衆から質問されディフェンスは
終了する． 

Committee と指導教授はディフェンス終了後
別室に移りまず議長を決め，メモなど一切とら
ないことを約束しフリーディスカッションに
より合否を決定する．したがって，ここではそ
の内容は紹介できないが，厳しい意見もでるた
め，そのときは指導教授が回答する場合もある
という． 
一方，ラボの仲間は祝賀会場となる Division

のフロアーでコーヒー，ビール，飲み物，ケー
キ（我々が想像する甘いものではなく，魚，チ
ーズがのった Swedish Cake）などをせっせと用
意している中，当該学生はその中で合否の結果
をどきどきしながら待っている．やがてしばら
くすると Committee の面々が会場に入り合否
の結果がインゲマー先生から告げられ，シャン
パンが配られ祝杯があげられる．写真 2のとお
り祝賀会は小 1 時間程続き，Division からユニ

写真 1 ディスカッション中の様子（右：筆者、
左：博士課程学生アリアン君） 

写真2 Divisionのフロアーで行われる祝賀会
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ークに富んだ記念品が贈られる． 
今回の記念品はアリアン君が車いじりが好

きなことから自動車用のジャッキであった． 
夜は，指導教授の Ingemar 先生とともに，合格
学生，家族の待つ自宅に招かれご馳走になった．
近年，博士課程修了者の多くは企業に就職する
ケースが多いと聞いているが，アリアン君は実
験を巧みにこなすことのできる優秀な人材で
あることから，ポスドク研究者として Chalmers 
University of Technologyに（2年×2）4年間は

残れることが内定しており，この間にさらに研
究成果をあげ次の職につくことが求められる． 
以上，私自身も初めて経験であり大変であっ

たが，充実した数日間であった．今後は，日本
製自動車や日本人研究者の活躍とともに日本
人のエンジン研究者の Opponent および 
Examining committee member のGolbal化も必須
であり，このような機会が増えることと思い紹
介させていただいた．ご参考になれば幸いであ
る．

 

 
The First Experience of the ’Opponent’ at the 
Defense in Chalmers University of Technology, 
Sweden 
 

Norimasa Iida (Keio University) 
 
In Gothenburg, Sweden, where is the hometown of 
Volvo, there is Chalmers University of Technology. 
On the end of last September, Professor Ingemar 
Denbratt, who is the professor of Division of 
Combustion and Multiphase Flow, Dept. of Applied 
Mechanics at Chalmers University of Technology 
had contacted to me to ask whether I could accept 
for the opponent of Ph.D thesis entitled with ‘Low 
Emissions Concepts for Diesel Engines.’ In Sweden, 
the supervisor can not join the committee which 
judges the Ph.D thesis written by his student. Thus, 
the supervisor must request the person who belongs 
to the other university to be an opponent of the 
grading committee. Moreover, he also asked a few 
persons to be members of the grading committee. 
The grading committee judges whether the Ph.D 
thesis is passed or not. He requested me to be an 
opponent of Ph.D thesis written by Mr. Arian 
Helmantel who came from Holland, which would 
be finished at the beginning of March, 2006. 
According to Professor Denbratt’s memory, it may 
be the first experience for this division to ask 
Japanese professor to be an opponent. Previously, 
they have invited many professors who come from 
United States. However, he also said that for the 
thesis concerned with internal combustion engines 
of automotives, he sometimes wants to invite 
Japanese professor as an opponent. Professor Jin 
Kusaka who is spending his sabbatical terms at this 

university also let me know how the defense 
proceeded and the names of previous opponents 
(for examples: LLNL, Dr. C.K. Westbrook, U.C．
Berkeley, professor R.W. Dibble etc.) As it is very 
honorable, I decided to accept an important duty 
from the one of the famous universities in Europe.  
 As there is no direct flight form Tokyo, I arrived 
at Gothenburg international airport bound for 
Copenhagen in the evening on 8th March, 2006. On 
the next day, Professor Ingemar Denbratt introduces 
Chalmers University of Technology. He also took 
me his laboratory tour. After that, I had a brief 
presentation about research topics at my laboratory. 
At this night, Professors Ingemar Denbratt and 
Valeri Golovitchev who did mainly numerical 
simulations at the same division, Jin Kusaka, Mr. 
Arian Helmantel and I enjoyed to have a dinner.  

At 10:00 on 10th March, the defense was started. 
As the defense is opened to other persons, there are 
not only the supervisor, grading committee, staff of 
the university but also the student’s parents, the girl 
friend, friends at the divisions, OB working in 
automotive industries in the examination room. At 
the beginning, professor Ingemar Denbratt greeted 
to everyone in the room and introduced Ph.D 
student, Mr. Arian Helmantel. After this, we moved 
to the main topics.  

Firstly, Mr. Arian Helmantel gave a presentation 
for 45 minutes about his Ph.D thesis. Secondary, 
my turn came to start for discussion between the 
student and the opponent. The opponent has one or 
two hours which is mainly dependent on the 
opponent. As shown in Picture 1, I asked him 
several questions by the use of the blackboard. The 
first question was about the priority of local air 
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pollutant, NOx and PM or global warming products 
CO2. The second question was about soot reduction 
mechanism for the multi injection strategy and 
flame temperature measurements results described 
in his thesis by the use of the two colors method. 
Finally, we discussed about how to reduce CO 
emission and how to promote the reaction from CO 
to CO2 in HCCI combustion. The Ph.D student must 
answer as soon as he can during everyone sitting in 
the room watch him. It is a great tough job for him! 
Fortunately, Mr. Arian Helmantel gave good 
answers to me.  

After my questions, members of grading 
committee (Professor B. Johansson at Lund 
University, Dr. J Engstrom form Volvo Technology 
and Dr. O Andersson from Volvo Car Co.) gave 
some questions. After this, the audience in the room 
gave questions.  

After the defense was over, the grading 
committee and the supervisor had a meeting to 
judge the doctorial thesis. Firstly, the chair man was 
chosen to have a free discussion during which it 
was prohibited for members to take a note. Thus, 
every member reveals his real intention in the 
meeting. I cannot describe the contents of the free 
discussion in this article. When there were tough 
opinions, the supervisor may answer such questions, 
occasionally.  

On the other hands, at the floor of the division, 

the staff was arranging something to drink, beer, 
coffee, cakes (This cake is not sweet. It is the 
Swedish cake topping with cheese, salmon, caviar 
etc.) to prepare a celebration party. The Ph.D 
student is waiting for the judge result of his 
doctorial thesis. Waiting for 10 – 15 minutes, his 
supervisor and grading committee came in the floor 
to declare his success and every one toasted with 
champagne.   

As shown in Picture 2, the celebrate party had 
been continued for about 1 hours. In the party, the 
division gave the new doctor the witty memento. In 
this case, it was the jack for the car because the new 
doctor likes car maintenance very much.   

At that night, the supervisor and I were invited to 
the new doctor’s house to have a dinner. It is said 
that many Ph.D students tend to get job in 
industries recently after his defense. However, Dr. 
Arian Helmantel plans to remain at this division as 
a post doctorial researcher because he is a capable 
especially for engine experiments.   

As for me, it was very exciting a few days at 
Chalmers University of Technology, although I 
made serious efforts to do a great job. Near future, I 
expected the Japanese researchers to be an 
opponent or a member of examining committee at 
foreign universities because the globalization is 
more activated all over the world.

模型飛行機のエンジンについて 
 

和栗 雄太郎（九州大学名誉教授） 
 

最近模型飛行機の本 1)を出版した．これは，
長年にわたり大学で機械工学の教育に携わった
立場から，工学の導入教育で模型飛行機を教材
にするのが面白いと考えて執筆した次第である．
その中で模型飛行機のエンジンについてもすこ
しばかり触れているので紹介したい．模型用と
して現在広範に使用されているのは，グロウ機
関（Glow motor）と呼ばれる熱面点火機関で，
これは灼熱した白金線のコイルによって燃料と
空気の混合気に点火する方式のピストン機関で
ある．燃料の主成分はメチルアルコール
（CH3OH）で，これに点火調整剤として 5～15％

のニトロメタン（CH3NO2）を添加し，20％程度
の潤滑油を加えた混合油を用いるのが普通であ
る．アルコールを使用するのは揮発性がよく，
常温でも容易に混合気が形成できるからである． 
 実用機関ではDugald Clerk 2) が 1880年代に完
成したガス機関が白金点火方式の最初であり，
また戦前によく使用された焼玉機関も熱面点火
方式であったが，効率が低いのと取扱いが不便
なため，今日では姿を消している．では何故模
型だけに用いられるのかと言うことになるが，
第二次大戦中までは，模型にも実用機と同じ火
花点火方式のガソリン機関 3) が使用されてい
たのである．ただその場合，点火に必要な装置
として感応コイル，コンデンサー，電池を搭載
せねばならず，それだけで 200～300ｇもあり，
小型のエンジン機の製作は無理で，また極めて

技術エッセー技術エッセー技術エッセー技術エッセー 
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起動しにくい欠点もあった．グロウ機関の場合，
起動させるときは電池で点火コイルを加熱する
が，一旦起動すると，その後は燃焼熱によって
コイルが高温に保たれるので電源は切り離して
よい．この利便性が，グロウ機関が模型用とし
て専用される主因である．自由飛行型の模型飛
行機の場合，グロウ機関ならエンジン本体以外
の付属装置は全く搭載する必要がなく，軽量の
模型機の製作も可能になった．最も小型のグロ
ウ機関は，行程容積が 0.16cc，質量がわずか 12g
のものも開発された．大変興味深いことは，模
型用のエンジンでも平均有効圧力，平均ピスト

ン速度，容積出力などの基本性能は，実用の自
動車エンジンと比較して遜色ないことである．
尤も効率は甚だしく低いが，模型では問題にし
ない． 
 
1) 和栗雄太郎：模型飛行機の科学 
―フリーフライト機の理論と設計―，(2005) ， 
養賢堂． 

2) 和栗雄太郎：内燃機関の歴史， 
九州大学公開講座 17，(1987) ，九州大学出版
会． 

3) 富塚清編：航空発動機，(1943) ，共立出版． 

● The 31st International Symposium on 
Combustion  
開催日：2006.8.6-11 
開催場所：Heidelberg, Germany 
http://www2.iwr.uni-heidelberg.de/conferences/ 
combustion2006/ 

●10th International Conference on Liquid 
Atomization and Spray Systems 
(ICLASS2006)  
開催日：2006.8.27-9/1 
開催場所：京都テルサ，京都  
http://comb.doshisha.ac.jp//iclass2006/ 

●自動車技術会 2006 年秋季大会 
開催日：2006.9.27-29 
開催場所：札幌コンベンションセンター
http://www.jsae.or.jp/2006aki/ 

● FISITA 2006 World Automotive Congress 
Yokohama 
開催日：2006.10.22-27 
開催場所：パシフィコ横浜，横浜  
http://www.fisita2006.com/ 

● Small Engine Technology Conference 
(SETC2006) 
開催日：2006.11.13-16 
開催場所：Crown Plaza San Antonio Riverwalk,  

San Antonio, USA 
http://www.sae.org/events/set/ 

●第 44 回燃焼シンポジウム 
開催日：2006.12.6-8 
開催場所：広島国際会議場，広島 
発表申込締切：2006.7.14 
http://www.combustionsociety.jp/sympo44/ 

●第 15 回微粒化シンポジウム 
開催日：2006.12.21-22 
開催場所：慶応義塾大学，神奈川 
●第 19 回内燃機関シンポジウム 
開催日：2007.1.9-11 
開催場所：東京工業大学，東京 
発表申込締切：2006.6.30 
http://www.jsme.or.jp/0701090c.htm 

●Fuels & Emissions Conference 
開催日：2007.1.23-25 

模型飛行機 

会議カレンダー会議カレンダー会議カレンダー会議カレンダー 
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開催場所：BWM Pavilion, Cape Town,  
South Africa 

発表申込締切：2006.6.19 
http://www.sae.org/events/sfl/ 

●SAE 2007 World Congress 
開催日：2007.4.16-19 
開催場所：Cobo Center, Detroit, USA 
発表申込締切：2006.6.1 
http://www.sae.org/congress/ 

● Noise & Vibration Conference and 
Exhibition 
開催日：2007.5.14-17 
開催場所：Pheasant Run Resort, St. Charles,  

USA 

発表申込締切：2006.9.5 
http://www.sae.org/events/nvc/ 

● The 6th Asia-Pacific Conference on 
Combustion (ASPACC2007) 
開催日：2007.5.20-23 
開催場所：名古屋国際会議場，名古屋 
発表申込締切：2006.11.1 (full length paper) 
http://www.combustionsociety.jp/aspacc07/ 
●2007 JSAE/SAE International Spring Fuels 
& Lubricants Meeting  
開催日：2007.7.23-26 
開催場所：京都テルサ，京都 
発表申込締切：2006.10.10 
http://www.jsae.or.jp/2007fl/ 
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http://www.jsme.or.jp/eds/ 

編集室より編集室より編集室より編集室より 

 第 84期（2006年度）広報委員会よりニュースレターNo.35をお届けします． 
今回のニュースレターNo.35は PDF形式で発行しておりまして，エンジンシス
テム部門ホームページ http://www.jsme.or.jp/eds/への掲載のみです．印刷媒体と
して部門の皆様にお送りすることはありませんので，ご覧になった方はぜひお

知り合いに No.35について宣伝していただけましたら幸いです．次号 No.36は
紙媒体でも発行予定です． 
 ニュースレターNo.35 は実は第 83 期中に発行するつもりで計画していたの
ですが，諸般の事情(?)によりこの時期にまで発行がずれ込んでしまいました．
大変ご迷惑をおかけいたしました．ご批判，ご感想をお待ちしております． 
最後に，今回のニュースレターを発行するにあたりまして，大変多くの方に

お世話になりました．お忙しい中原稿を快く執筆していただきました執筆者の

皆様に感謝の意を表します．            （文：幹事 三上真人） 
 

第 84 期広報委員会：委員長 志賀 聖一（群馬大学） 

幹事 三上 真人（山口大学） 

     shiga@me.gunma-u.ac.jp（志賀，電話 0277-30-1514） 
    mmikami@yamaguchi-u.ac.jp（三上，電話 0836-85-9112） 
 


